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p53 に制御される non-coding RNA の同定：バイオマーカー
としての有用性と分子標的への応用
　佐 々 木 泰 史*
　最近のゲノム解析の進展により，転写され
た RNA の多くがタンパクに翻訳されない non-





える microRNA （miRNA）は 20 数塩基の短い






Large intervening non-coding RNA （lincRNA）
と呼ばれています （Nature 458:7235, 2009）。ヒ
































ncRNA を同定し，その中で miR-200 ファミリー
に着目しました。miR-200 ファミリーは，miR-
200a, 200b, 429 が 1 番染色体に，miR-141, 200c
が 12 番染色体にそれぞれクラスターを形成し，
一方で miR-200b, 200c, 429 と miR-141, 200a が
それぞれ同じタンパクコード遺伝子の翻訳を
制御しています。p53 タンパクが 2 つのクラス




















てしまいました （Nature Cell Biology 13, 317, 
2011）。競争が激しい分野ですので，致し方な
いと言えばそれまでですが，とても悔しい思い
をしました。他にも p53 に制御される miRNA, 
lincRNA を同定していますので，気持ちを切
り替え，今後この研究を発展させて行きたいと
考えています。
　最後に，大阪癌研究会より平成 22 年度一般
学術助成金を賜りましたことを心より御礼申し
上げます。いただきました助成金はこの研究を
推進する上で貴重な力となりました。貴研究会
のますますのご発展を心からお祈り致します。
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